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①計算フィールドはデータベーステーブルのフィールドで、
固定のデータを持たない代わりに、式を使って計算した値を表
示します。同じテーブルやリレートしたテーブル内の他のフィー
ルドにある値を使って計算します。計算フィールドの式から、
テーブルの各レコードの値が別々に求められるので、同じ式で
もレコードごとに異なる値を返すことが出来ます。計算フィー
ルドには 2 つのタイプがあります。数値処理と文字処理フィー
ルドです。

②他のフィールドを参照するだけでなく、計算フィールドで
は算術演算子や定数を使ったり、可変値の定義や使用、戻り値
を定義する条件付き論理を使用することが出来ます。テーブル
ウィンドウの中で、計算フィールドの名前は青で表示されるの
で、通常のデータフィールドと簡単に区別できます。計算フィー
ルドの値は、参照フィールドのどこかで値が変更されると自動
的に更新されます。表示された式の結果は、そのフィールドに
関係する操作にも自動で使われます。例えば、他の形式 ( テキ
スト、CAD、HTML) へのテーブルの保存や、他のデータベース
形式へのテーブルのエクスポート、別の計算フィールドの式か
らその計算フィールドを参照する時などに使用されます。

③計算フィールドを使用すると、他のフィールドからのテキ
ストをつなげてダイナミックラベルやデータティップとして利
用したり、他のテーブルの値を使用して簡単または複雑な数値
処理を実行することができます。また、新規テーブルにおいて、
沢山のリレートしたテーブルの中から重要な ( 際立った ) データ
を表示するために使うことが出来ます。

④計算フィールドの作成
数値処理と文字処理フィールドは、独立したフィールドタ

イプとして定義されている訳ではありません。さまざまなタイ
プの数値フィールドと文字フィールドの持つ特性として定義さ
れています。例えば、数値処理フィールドにはいくつかの数値
フィールドタイプがあり、フィールドの式から返る厳密な値は
データタイプによって異なります。同じ数値式でも、浮動小数
点フィールドには小数点を持つ値が入り、整数フィールドには
整数値が入ります。

⑥簡単計算フィールド
計算処理フィールドの式が、他のフィールドを参照するだ

けの時のように単純な場合もあるでしょう。このような単純
な計算フィールドを効率的に作るために、[ フィールドの追加 ]
アイコンボタンメニューには [ 簡単計算 (Simple Computed)]
というオプションが備えられています。このオプションを使っ
てフィールドを追加すると、プロンプトが出てソースのテー
ブルとフィールドを選べます。ソースフィールドと同じ名前
を持つ新規フィールドが作られます。参照フィールドに選ん
だフィールドのタイプに基づき、数値処理または文字処理
フィールドとして作られます。数値と文字のデータタイプも、
ソースフィールドから自動で設定されます。

⑤テーブルに計算フィールドを作成するには ( 右図参照 )：
•	 テーブルの〈テーブルプロパティ〉ウィンドウを開きます。

•	 [ フィールドの追加 (Add Field)] アイコンボタン　　を押し
て、希望の数字または文字データタイプを選択します。

•	 リストからフィールドを選択した状態で、[ 計算処理
(Computed)] アイコンボタン       を押します。

•	〈クエリ (Query Editor)〉が自動で開き、計算処理フィール
ドに数値式や文字式を入力できます。

•	 式を入れ終わったら [OK] を押して〈クエリ〉を閉じます。

•	 計算処理機能を持つフィールドは、フィールド名が青で
示されます。フィールド名の隣のステータス列には計算
フィールドインジケータ　　が表示されます。

•	 リストからフィールドを選んで [ スクリプトの編集 (Edit 
Expression)] アイコンボタン　　を押すことで、再び〈ク
エリ〉を開き、式を編集することができます。

データベース

数値処理フィールドと文字処理フィールド
数値処理フィールド (Computed Numeric Field)
streets.LENGTH_MI * 60 / streets.SPEEDLIM;

文字処理フィールド (Computed Text Field)
string stname$ = streets.STNAME + " " + streets.STTYPE;

if (streets.STPRE <> "")
　 return streets.STPRE + " " + stname$;
else
　 return stname$;

計算処理フィールドステータスインジケータ

文字処理
フィールド

数値処理
フィールド

フィールド
の追加

計算処理 スクリプトの編集

numeric field= 数値フィールド

text field= 文字フィールド

computed field= 計算フィールド

computed numeric field= 数値処理フィールド

computed text field= 文字処理フィールド



⑦ [ 簡単計算 ] オプションで作成する計算処理フィールドは、
独立したフィールドタイプではありません。デフォルトで参照
フィールドの中身 ( 値 ) がフィールドに表示されますが、もし
希望があれば、〈クエリ〉を開いてさらに複雑な式を作成する
ことができます。

⑧簡単計算オプションが特に役に立つのは、テーブル全体を
計算フィールドで構成し、個々のリレートした他のテーブルか
ら特に重要なデータを表示する場合です。このようなテーブル
は、企業のデータベースの “ テーブル表示 ” に似ています。デー
タのプレゼンテーションを ( 参照元のテーブルは非表示にして )
簡素化したり、また重要な属性情報をエクスポートしやすくす
るために作成することもあるでしょう。このようなテーブルを
作成する時は、アタッチメントタイプを [ 各要素に対して厳密
に1レコード(Exactly one record for every element)]にします。
各要素に 1 つのレコードが自動で作られます ( テクニカルガイ
ド「レコードのアタッチメントタイプ」をご覧ください )。こ
れらのレコードには、フィールドの式によって値を入れること
が出来ます。

⑨数値処理フィールド
数値処理フィールドは、どんな複雑な計算でも実行できます。

下図は、2010 年と 2000 年のネブラスカ州の郡の人口データ
のテーブルです。数値処理フィールドは、2010 年の平方キロ
メーター当たりの人口密度と、10 年間の人口の変化と割合の
変化を示しています。

⑩ TNTmips の流水解析 (Waterched) 処理は、数値処理フィー
ルドを使用して、いくつかの水理学的な属性を計算します。水
路ライン・分水界ポリゴン・流域ポリゴンのテーブルの他の
フィールドにある値から計算することができます。例えば、左

下の図の分水界ポリゴンの ATTRIBUTES テーブルは、1) 分
水界の面積と同じ面積の円の直径の、2) 流域の長さ、水路の
河口から測った最大のポリゴン面積、に対する比を計算した
ELONGATION RATIO 計算処理フィールドを含みます。

⑪文字処理フィールド
文字処理フィールドを使って、さまざまなフィールドからの

テキストを組み合わせて一つの文字列にすることが出来ます。
例えば、所在地住所の構成要素 ( 番号、道路の方向、道路名、
道路タイプ ) が別々のフィールドにある時、文字処理フィール
ドを使って、ダイナミックラベルやデータティップとして使う
完全なアドレスを表示できます。さまざまなフィールドからの
属性情報と共にテキストや改行コード (“\n”) を組み合わせて複
数行のテキストを作成し、データティップに表示することが出
来ます ( 下図 )。テーブル表示では一行目のテキスト行しか表
示されませんが、データティップとして表示した場合は全ての
行が表示されます。

⑫ HTML 形式も、データティップとしての使用を目的とし
た文字式に適用することができます。詳しくは「HTML を使っ
たデータティップ (Design DataTips using HTML)」と題された
テクニカルガイドをご覧ください。

⑬文字処理フィールドの文字式では、上に示されているよう
に “ ＋ ” や “ ＋＝ ” 演算子を使って文字をつなげることができ
ます。または、sprintf() やその他の文字処理関数を使ってフォー
マットされたテキストを作成できます。数値フィールドを参照
する式では、数字は必ず文字に変換する必要があります。

⑭計算フィールドのスクリプトは、条件付きテストを組み込
むことが出来ます。式に使われるフィールドの内容に応じて、
異なる結果を生成します。このようなスクリプトでは return
キーワードを使って希望の結果を明確に返す必要があります。
前のページの図の、道路名の文字処理例では、いくつかの道路
は道路の方向を示す接頭語を持っていますが、持っていないも
のもあります。DISPLAYNAME フィールドの文字式では、初め
に道路名とタイプを ( 間にスペースを置いて ) 組み合わせて、
可変値 stname$ を作っています。STPRE フィールドが空でな
いレコードについては、接頭語と可変値が組み合わせられて戻

ります。それ以外の場合 ( 空の場合 )、可変値 stname$
が戻ります。

⑯計算処理フィールドの固定化
一度計算フィールドを作成し、元にしたフィールドの値を変

更する予定が無い場合、計算フィールドの結果を固定の不変値
に変換するオプションがあります。テーブルをテーブル表示し
て、フィールド名 ( 列の先頭 ) の上で右クリックし、メニュー
から [ 計算フィールドを固定化 (Make field permanent)] を選
択します。
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MAPUNITS.PTYPE + ", " + MAPUNITS.UNIT + "\n" +
"Origin: " + MAPUNITS.CAT2 + "\n" +
"Age: " + MAPUNITS.AGE;

文字処理フィールドの文字式のサ
ンプル。他のフィールドの情報を
組み合わせて、データティップ用
の複数行のテキストにします。

NEcntyPop2.POP_2010 - NEcntyPop2.POP_2000;

NEcntyPop2.POP_2010 / NEcntyPop2.AREA_KM2;

100 * NEcntyPop2.POP_CHNG / NEcntyPop2.POP_2000;

2 * sqrt(SetSum(POLYSTATS[*].Area) / PI) / ATTRIBUTES.`BASIN LENGTH`


